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令和４年７月１９日 

加美小学校だより 

発行 校長 梶並裕子 

 

幸せの種をまき、みんなで喜びをつくりだす 

  ７月５日（火）の 

「ともだちの日」に 6

年生の 8人による啓

発劇がありました。 

学校で起こったト

ラブルでイライラして

いる人のもとに「カン

ジョウレンジャー」が

現れ、リラックスマン

と運動マンがどうや

ってイライラをうまく納

めて友達との仲を修

復するかを伝授。 

映像と劇をまじえ

て熱演し、全校の心

に訴えました。 

6 月 7 月と子ども達の活躍が、どの 

学年にも見られました。レベル２のコ 

ロナ対策は続いているものの、行動規 

制は少しずつ緩和され、積極的に地域 

に出て行って学ぶ姿が増えました。 7 月になって子ど

も達の成長をぐんと感じた 1 学期でした。 

 7 月５日の「ともだちの日」に、校長から子ども達に

「スマート＆クール」（かしこく、かっこよく）生きるこ

とについて話をしました。真剣に聞いてくれました。 

 スマホは「賢い電話」という意味だけど加美小学校の

子は、かしこくそしてかっこよい子になろうと合い言葉

は「スマカ」と話しています。（「かしこい加美）でスマカ

です） さっそくクラスで話して、実践している学年も

ありました。 

  

学校探検で１年生を案内する２年生 ・２年生にお礼のお楽しみ会をする 1年生 

令和 4年度秋季運動会について 
今年度は、現段階ではコロナ前の状況にもどし加美小学校にて全校での開催を考えています。開催は午前中のみ、そ

して運動場を広く使い、感染防止ををするためにどのような対策をとっていくか、ＰＴＡ役員さんともしっかり相談して決

めていきたいと考えています。8月の学校便りでくわしくお知らせさせていただきます。 

感染対策から泊なし

の 2 日間の実施になっ

た 5 年生の山の学校。 

帰ってきた 5 年生の

顔にはリーダーとして

のたくましさが芽生え

ていました。自分達の

弱いところを自覚し、

友達と乗り越えていく

強さが生まれました。 

帰ってきた 5年生教室の

黒板には「がんばったね。」

「サブリーダーとしてこれ

からよろしくね」と 6年生

全員からメッセージが。 

【挑戦科】４年生、5年生、6年生が、２つに分かれ、「助け合

い」と「世界規模の問題ＳＤＧｓ」を学びました。それぞれの

教室で縦割りグループに分かれ、参加型の学習で真剣に学び

ました。しっかり考えた友達の発言に自然に拍手がおこり、ま

さにスマート＆クールな時間でした。 

「助けて」と伝えることは、とても大切なこ 

とがわかりました。最初は「助けて」と友達 

に言うのが恥ずかしいことだと思っていたけ

ど、「助けて」と言うことは恥ずかしいことじゃな

いことがわかりました。これからも困ることがある

と思うけど、自分の思うことを言いたいと思いまし

た。世界では、7億人も「助けて」と言えなくて困

っている人がいるけれど、そんな人たちを助ける人

になりたいです。（６年女子） 

 SDGsは、この世界にとって大きな問題だと 

思いました。ぼくたちにもなにかできること 

はないかなと思いました。（4年男子） 

6年生主催の 休み時間を利用した「加美っ子フェスティバル」 

 

４年生 浄水場・クリーンセンター見学 6年生 本山寺修復を見学 

本山寺 ・２年生にお礼のお楽しみ

会をする 1年生 

２年生 学区探検 

学ぶ夏休みに！ 

合い言葉は 

スマート＆クール 

 


